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WGuillaumeG,J.M.Poeth教 授(エ ラス ムス 大 学,
オ ラ ンダ)の 短 期 招 請 に つ い て
経営学部教授 根 本 孝
オ ラ ン ダ,エ ラス ムス 大学G.GJ.MPoeth教 授は1993年10月か ら1明
に わた って,本 学 国 際 交 流基 金 事 業 の外 国 人 学 識 者 短期 招請 プ ログ ラ ムに よ
って 来 日さ れ,経 営 学 部,政 治 経 済 学 部 及 び大 学 院 経 営学 研 究 科 の学 生 を 対
象に3回 の 講義 を行 った。
第1回1993年10月18日(月)駿 河 台校 舎622教 室 政 治 経 済 学 部 学 生 対
象
第2回26日(火)632教 室 経 営 学 部学生 対 象
第3回27日(水)研 究 棟 第2会 議 室 大 学 院 経 営
学 研 究 科院 生 対 象
3回 の講 演 は 『JapaneseCompanies,AnEuropeanView』と題 して行
われ,各 回 とも30ペ ー ジを超 え る詳 細 な レ ジ ュー メを 配布 さ れ,さ らに 分 か
り易 いOHPシ ー トを大 量 に準 備 されて実 施 さ れ,実 に 明快 で 学 生 に も理 解 し
易い もの とな り好 評 を博 した。
EC統 合 の直 前 の 日本 企 業 の ヨーロ ッパ進 出,直 接 投 資 の急 増 は 日本はもとよ
り,欧 米 で も大 きな 注 目 を集 めた 。 と りわ け 第1の 投 資対 象 国 とな った イ ギ
リス に お け る経 営 の 日本 化,あ る いは 日本 的 経 営 のイ ギ リス化,ヨ ー ロ ッパ
化 は 現 在で も多 くの研 究 者 の 関心 の的 に な っい る とこ ろで あ る。 こ う した 背
景 の 中で 講 演で は よ り広 い視 点 か ら 日米 欧 の トライ ア ド関 係 の重要 性 を まず
検 討 し,そ の上 で ヨ ー ロ ッパ が 日本 の経 済 的成 功 を ど の よ うに 見 てい る か を
明 らか に した。
そ して 多国 籍 企 業 の 発 展,日 本企 業の グ ローバ ル 化 戦略,ヨ ー ロ ッパ進 出
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の動 向,目 的 な ど を検 討 した の で あ る。 と くに 日本 企 業 の ヨ ーロ ッパ へ の 投
資が イ ギ リス,オ ラン ダの 英語 圏,北 部 に 集 中 して い る こ とを指 摘 して い る。
そ う した ヨー ロッパに 進 出 した 日本 企 業 に 対 す る オ ラン ダ の ビジネ ス 界 の イ
メー ジ,評 価 を最 新 の デ ー タで 紹介 し,そ の 核 心 は 『大 き な 存在,小 さな 理
解 』にあると し,日 本 企 業 へ の危 惧 と課 題を提 起 して い る。そ れ を受 け て 今 後
の 日本 企 業 の 対応 策 を検 討 し,永 続 的 日欧 関係 の重要 性 を 指 摘 され た 。一 般
的 に 指摘 され て きて い る貿 易不 均 衡 の是 正 とい う課 題 よ りも,日 本 企 業 の分
散 立 地,相 互 学 習 の重 要 性,多 様 性 の 管理(DiversityManagement)を重
視 して い る点 は特 に ユ ニー クで あ り,注 目す べ き視 点 とい え よ う。
平 易 で 明快 な しか も マ ク ロ,ミ ク ロに渡 る含 蓄 の ある 講 義 で,学 生 も強 い
関心 を示 し,特 に大 学 院生 とは 予 定 時 間 を遥 か に超 え る 質 疑 応 答が な され,
極 めて 有 意義 な もの とな った。 あ ま りな じみ の ない ヨー ・ ッパ,し か も オ ラ
ンダ の 同教 授 の講 義 で あ り,特 に 新 鮮 な関 心 を もった も のが 少 な くな か った
よ うで あ る
同 教 授 は エ ラス ムス大 学 を卒 業 し,1975年に ライデ ン大 学 でPh.D.を取 得 し
た。 そ の 後 フ ランス のINSEAD,デ ル フト経 営 大 学 院 の経 営学 教 授 を務 め,
1984年エ ラス ム ス大学 に移 り,経 営学 部及 び ・ ッテ ル ダ ム経 営 大学 院 の教 授
の職 に あ る。 この 間に は学 部 長,経 営 大学 院 院 長 を務 め ら れた ほか,ロ ッ テ
ル ダ ム港 や オ ラン ダ電 力委 員 会 の ア ドバ イ ザ ーに も就 任 され て きて い る。 ま
た オ ラ ン ダ と 日本 の貿 易協 議会 の ボ ー ドメ ン バ ー と して も活 躍 され,日 蘭 交
流 に も尽 力さ れ てき て い る。 日本 に は調 査,研 究 の た め に 何 度 も来 日 され,
日本 の情 報,通 信 技 術 とそ の管 理 や 日本 的 経 営 に 関 す る 著 書 も 出版 さ れ て い
る。1992年に は私 と共著 でCompanionshipCapitalism(EbronDelft),そ
の 日本 語 の 姉 妹 書 『カ ンパ ニー 資本 主義』(中 央 経 済 社 刊)を 出版 さ せ て い
ただ い た。
今 回 の短期 招請 中に も私 の在 外研 究(1990年度)の 時 以 来 進 めて 来 て い る,
日本 企 業 の ヨ ー ロ ッパ進 出 の実 態 と課 題 に 関 す る共 同 研 究 を進 めた。 数 社 の
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企 業 訪 問,デ ー タ 収 集 そ して 共 同 討 議 も 進 め,極 め て 有 意 義 な も の と な っ た.
そ の 研 究 成 果 の一 部 は1994年3月24日 の オ ラ ン ダ経 済 省 主 催 の シ ン ポ ジ ュ ー
ム へ の 参 加 を招 請 さ れ,発 表 の 機 会 を得 た 。 シ ン ポ ジ ュ ー ム は"National
platform;Globalisering"と題す る もの で 我 々 は 共 同 論 文"Ervaringmet
Globalisering"を発 表 し,そ れ はMinisterievanEconomischeZaken、
Nationaalplatform;Globalisering,1994にま と め ら れ 刊 行 さ れ て い る。
ま たpoeth博士 は 過 去 の 来 日 の 研 究 蓄 積 も 含 め,今 回 の 来 日を 機 会 に 「Ja
paneseTemptationpart2」を 現 在 執 筆 中 と う か が っ て い る 。また 私 もPoeth
博 士 お よび エ ラス ムス大 学 と の交 流 の成 果 の一 部 と して 『オ ラ ンダ豊 か さ事
情 』(同 文 舘,1992)『 オ ラ ンダ生 活物 語』(同 文 舘,1994)を 出版 させ て
い た だ い た。 ま た1994年も夏 期 休 暇 中 に エ ラス ムス大 学 を 訪問 し,さ らに 共
同研 究 継続,発 展 させ る計 画 で あ る。
ま た 大学 院 生 の中 に も今年,訪 問 を計 画 してい る者 も あ り,具 体的 交流 も
プ ラ イ ベー トレ ベル で は あ る が 前進 して きて い る とこ ろで ある。
Poeth教授 の本 学 へ の 来 訪 は,わ れ わ れ の 共同研 究 を一 層 促 進 す る もの と
な っ てい る が,さ らに 明 治 大学 と エ ラス ムス 大学 の 交流 の礎 とな り,尚 一 層
の発 展 に結 実 す れば 幸で あ り,節 にそ れ を望 む次 第 で あ る。
同教 授 の 招請 に あた り特 に ご尽 力い た だい た国 際 交 流 セン タ ー,委 員 会 の
皆様,経 営 学 部の 諸 先生,そ してき め細 か な 心づ か い を い ただ い た 交流 セ ン
ター の 須藤 様 に 心 か ら感 謝 の 意 を表 した い。
1994年文月
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